歴史地震研究会2013～2014年度　第5回幹事会議事録
日時：2014年8月11日（月）17：00～20：00
場所：地震予知総合研究振興会

出席者：武村雅之・松浦律子・林　豊・内田篤貴・都築充雄・石辺岳男・金田平太郎・諸井孝文
１．2014年大会について

　都築行事委員長および武村会長から、9月20日（土）～22日（月）に名古屋大学で実施予定の大会の準備状況について、以下の報告があった．

・名古屋大学減災連携研究センターに大会と市民講演会の共催を依頼していたが、7月24日に承認の回答があった．共催により、会場使用料は、研究発表会とポスターセッションに使う減災館は無料、公開講演会に使うIB電子情報館大講義室は約5,000円／時間となった．
・研究発表会に発表申込みがあった54件全ての講演要旨を受領した．座長は未決定．参加申込みはこれまでに95名．講演予稿集は8月末に入稿予定．
・公開講演会のチラシは名古屋大学減災館にて配布中．講演の依頼に対し、各講演者から了承を受けている．
・巡検の対象である幸田町と半田市を6月17日に下見し、巡検に必要な各種の予約も完了した．参加希望者は46名．うち7名の生年月日を未確認だが、旅行保険に必要なので確認する． 
以上の報告を受けて、研究発表会の会場は机を減らして150席設けること、講演予稿集の発行部数は150部とすること、巡検の会費は経費見積りと参加者数から一人5,000円（昼食代込）と決定した．また、大会の経費の精算方法、講演料の支払い方法、参加費等の領収証の発行方法を確認した．
２．新規入会者の承認

　内田財政委員長から、伊尾木圭衣氏・安永純子氏の入会申請について報告があった．この2名の入会を承認した．
３．財政状況と会費の納入状況
　内田財政委員長から、2013年度が単年度赤字になるが、繰越金があるので当面は対応できると見込みであると報告があった．また、2013年度会費の未納者へ納入依頼の通知を出し、未納者は35名から25名に減ったと報告があった．
４．歴史地震の発行について
　金田編集出版委員長から、「歴史地震」第29号の発行について以下のとおり報告があった．

・予定通り7月末日に発行した．
・発行の経費は、印刷、製本、発送費（前田印刷株式会社）が計773,188円で予算を225,188円超過．編集補助謝金が6時間で6,000円．いずれも振込済．

・カラー口絵代1頁22,000円を近日中に著者に請求予定．
・論説11編、資料7編、報告8編、講演要旨32編、研究会記事1編で、総ページ数は317．520部印刷し、481部（会員284部、無償197部）を送付済．
・各寄贈先の研究機関・図書館に対して、「次号以降の寄贈をご希望の場合は、必ず返信いただきますよう」などと記した文書を同封し、9月末日までにFAXまたは電子メールで回答を求めている．
・著者からの指摘でp.63とp.66の図に印刷ミスが判明した．お詫びと訂正をホームページに掲載し、mushaメーリングリストでも報告した．PDFファイルの内容に問題がないことから、PDF通りに印刷されなかった理由を印刷所で調査中．訂正ページの送付は印刷所負担で対応予定．
以上の報告を受けて議論し、印刷ミスの部分に貼付できるシールで対応する方法を印刷所に依頼すること、そのうえで次号に訂正の記事を掲載することとした．また、今後の出版費の抑制策として、寄贈先からの回答を待って、無償送付先を見直すことを確認した．
５．ホームページの管理・運営などについて

　石辺広報委員長から、歴史地震研究会ホームページの更新内容について報告があった．6月18日に、研究会の大会の案内の更新、議事録の追加、バックナンバー頒布の情報の更新をした．8月6日には「歴史地震」29号の印刷ミスと訂正、9日には次号の歴史地震の原稿募集を掲載した．今後、歴史地震の古い号の目次を確定版へ更新などを予定している．

６．メーリングリストの管理・運営について

　石辺広報委員長から、メーリングリストmushaに新規1名、登録アドレスの変更2名の申込みがあり、それぞれ登録・修正したと報告があった．
７．今後の研究会と会誌の運営について
　大会での発表申込件数が近年増加していることへの対応策について議論した．今年の大会のプログラムは非常にタイトであるため、これ以上に口頭発表を増やすには、一人当たりの発表件数か発表時間の制限、大会期間の延長、セッションのパラレル化などのうち何らかの工夫をする必要がある．検討の結果、当面は、発表の件数を一人口頭1件までに制限し、発表が多い場合は市民講演会と口頭発表を同時に実施する方針で対応することを確認した．
　会誌への投稿件数が増加したことへの対応策について議論した．「歴史地震」29号では、編集委員による編集作業の処理能力を超える多数の論文が投稿されたため、諸井監査役、松浦副会長、小松原琢会員の協力を得て編集作業を進めざるを得なかった．今後は、新たな編集委員を追加するほか、基本的に幹事全員を編集委員に加えることで、編集委員会を充実させる方針を確認した．
　また、繰越金があるために当面の財政には問題はないものの、再来年以降の会費については検討すべき課題であることを確認した．

８．会誌の残部の一部を処分することについて
　林総務委員長から、「歴史地震」第22号の残部が102部あり、頒布希望数に比して十分すぎることと保管場所を圧迫していることから、うち72部を廃棄処分する提案があり、了承された．
９．次回の幹事会
　2014年9月8日（月）17時からを予定．
